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主婦の就業の有無による加工食品の利用状況　 －その2 －

東海学園女短大　 小島　 しのぶ

〔(社) 日本家政 学 会

【目的】 前報における主婦の就業の有無に よる加工食品の利用状況の比較では、加工食品の種類により、利用状

況に差のあるものとまったく差のないもの とに分かれ、就業の有無そのものは、さほど影算のないことがわかっ

た 。そこで 、本報告では 、加工食品の内容についての知識を何により得るか、購入の動機を知る目的で調査をお

こなったので報告する。

【方法】 昭和6  1 年５月、本学短大生の世帯を対象に調査用紙を配布し、有効回答2  3 0 世帯の加工食品の利用

状況と内容の知識取得方法 、テレビの視聴時間との関連を調査。なお、調査用紙4こ掲示した、加工食品々目中に

は、みそ 、納豆、豆腐などは除外した。

【結果】 ①加工食品の利用状況は 、前回調査と同様の傾向を示し 、利用頻度の最も高い食品(i. 和風だしの素、

コンソメ 、ブイヨンなどのだし類であった。

②真空パック包装食品の利用状況ti、最も利用率の高い食品は、ハム、ソーセ ージ類であり、週単位の利用が全

体の54.4 ％であり、就葉の有無による差はみられなかった。対象的に 利用の最も低かったのは 、ごはん類で

あり 、利用したことがないと答えたものは全休で85.7 ％であった。

③加工食品の内容について何で知るかは､最も多いのは､ 店頭で商品 をみて内容を知るという回答が最も多く全休

で6  5 ％であった、第２位はテレビのコマ ーシャルによるものであった。

④テレビの視聴率は、全休でみると, 1 時間半～３時間というのが5  1 .4 ％であった。他IT. ほとんど見ない

と回答したものは1  1 .4 ％であった 。就業の有無による差があり専業主婦に長時間視聴者がみられた 。
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